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研究成果の概要（和文）：本研究は，中央アジア・ザラフシャン川流域を対象として，前イスラム期における都
市の成立・変容について考察することを目的としたものである。
Covid-19の影響により当初の研究計画には大幅な変更を加えることとなったが，限定的ながらも，①有力遺跡の
発掘と構造・立地分析，②ザラフシャン川流域における考古遺跡の踏査・体系的集成，③地理環境・古代交通網
の調査とGIS空間解析・復元を進めた。結果，初期中世期を中心とした個性的な都市空間の形成や地域社会の変
化があったことなどを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：With the aim of better understanding the formation of cities and local 
societies in the Zeravshan valley, Central Asia, during the pre-Islamic period, this study have 
cariied out the following: 1) exacavations on two archaeological sites and intra-site analysis, 2) 
field survey on settlement sites and construction of GIS database, and 3) geographical survey on 
this region and GIS spatial analysis. As a result, we have revealed that the establishment and 
developmental process of cities and transformation of settlement patterns during the early medieval 
in this region. 

研究分野：考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究対象地であるザラフシャン川流域，特にその中流域にあたるサマルカンドは，シルクロードの重要な地理
的位置を占めると同時に有数の穀倉地帯をなし，歴史的に有力な交流・交易拠点をなしたことが知られる。しか
し前イスラム期における都市形成のあり方については資料が乏しく，不明な点が非常に多いのが実状である。本
研究では，Covid-19の影響による研究計画の大幅な変更を伴いつつも，有力遺跡の発掘や地域全域の遺跡情報集
成などを可能な限り進めた。この試みを通して，初期中世期を中心とする都市空間の形成や地域社会の変化を捉
え，従来の議論を大きく深めうる知見と見通しを得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
中央アジアはその大部分を砂漠とステップが占める乾燥地域であるが，主要河川に沿ってオ
アシスが存在する。アムダリヤ，シルダリヤという大河の中央を西流するザラフシャン川の流域，
特にその中流域（ウズベキスタン・サマルカンドを中心として，タジキスタンの一部地域を含む）
は，東西と南北の幹線路が交錯する要衝かつ，有数の穀倉地帯に発展したオアシス地域である。
この地はソグド（ソグディアナ）という古名をもち，前イスラム期にはここを本拠としたソグド
人が国際的に大きな役割を果たしたことがよく知られる。 
ザラフシャン川流域では，紀元前一千年紀前半に本格的な灌漑技術にもとづく農耕文化が成
立し，大規模な都市が発達・変容を遂げた。中央アジア全体でも非常に大規模な都市遺跡として
知られるアフラシアブ遺跡（サマルカンド）では，半世紀以上にわたり発掘調査が進められてお
り，その歴史的変遷や構造について多くの知見が蓄積されてきている。それによれば，紀元前 6
世紀頃までには大規模な城壁や運河を備えた大型都市が成立して，以後西暦 13 世紀頃まで長期
にわたりソグドの中心をなしたものとみられる。 
一方従来においては，そのような大規模な都市遺跡の構造や盛衰が周辺遺跡や地域全体の動
向と切り離して議論されるにとどまっていたといえる。それは資料的制約が大きいことによっ
ていたが，近年では考古学調査が著しく進展しつつあり，その成果をふまえると「点」として大
規模都市遺跡を理解するだけでなく，「面」として域内の遺跡動態を捉え都市や社会のあり方を
議論する必要があると考えられる。 
特に注意するべきは，規模の面では必ずしも大規模でないものの，特徴的な形態・構造や出土
資料を伴う有力遺跡（例えばサマルカンド市近郊のカフィル・カラ遺跡，クルドールテパ遺跡な
ど）の存在が域内で明確化してきていることである。近年調査が進んでいるカフィル・カラ遺跡
について言及するならば，初期中世期を中心に盛行したことがわかっているが，大量の封泥をは
じめ卓越した資料が多数確認されている。そしてそのような有望な遺跡が域内で他にも見つか
っている。オアシス地帯の都市の性格や歴史的変遷についてさらに理解を深めていく上では，
「点」的な遺跡理解から，こうした有力遺跡の性質・役割や相互関係，あるいは「面」的な地域
構造を探る視点が必要であるといえる。ただしこれまで，そのような問題に対する議論は必ずし
も十分に深められていない。 
なお，研究開始当初は Covid-19 による海外渡航・現地活動等の制限は全く想定されていなか
ったため，実際に上記のような問題意識にもとづき調査研究を遂行するには非常に難しいとこ
ろがあった。また研究計画・方法においても，大幅な変更を加えた部分があることには注意され
たい。  
 
２．研究の目的 
以上のような問題意識にもとづき，本研究ではザラフシャン川流域における遺跡動態や有力
遺跡に関する調査研究を通して，前イスラム期のオアシス地帯における都市の性格や成立・展開
過程について議論を深めることを当初目指した。具体的には，(A)当該地域の中心都市遺跡（ア
フラシアブ遺跡）とともに周辺の（衛星的位置を占める）諸遺跡の性格や動態を考古資料に即し
て検討すること，(B)それを通して域内のネットワークの有無や特質について考察すること，(C)
ザラフシャン川流域全体あるいは周辺オアシス諸地域でも類似の地域構造のパターンが見出さ
れるか否かを探ること，これら 3点の検討を研究の柱とした。 
 
３．研究の方法 
 上記目的をふまえ，研究開始当初においては，①有力遺跡（カフィル・カラ遺跡，ミングテパ
遺跡）の発掘と構造・立地分析，②ザラフシャン川流域全域における考古遺跡の踏査・体系的集
成，③地理環境・古代交通網の調査と GIS 空間解析・復元，というミクロ・マクロの調査研究を
実施することを想定した。 
ただし，①～③は現地での調査活動を基礎とするものであり，初年度（2019 年度）を除き Covid-
19 による海外渡航・活動の制限を受けたため，いずれの取り組みにおいても本来期待した水準
で調査研究を実施することは非常に困難であった。 
このような状況下において，①については当初予定よりも調査期間や範囲をかなり限定しつ
つも，サマルカンド市近郊に位置するカフィル・カラ遺跡，ミングテパ遺跡を対象に，試掘調査
を含む考古学調査ならびに遺跡構造・立地分析を可能な限り推進することとした。②，③につい
ては，現地踏査や現地機関での情報収集を断念したため計画・方法を大きく変更した部分がある
が，高解像度衛星画像や米軍偵察衛星画像（主に CORONA 衛星画像。1960 年代の当該地域のデー
タを米国地質調査所より取得），地図類を入手・利用し，対象地全域の遺跡情報（主にテパの平
面形態や規模，囲郭施設の有無など）や地理環境情報（前近代の河川流路や用水網，道路網など）
を国内にいながら可能な限り広く集成することに努めた。なお，これらの作業で得られた情報に
ついては今後現地で検証・確認を進める必要がある。 
 



４．研究成果 
 本研究では既述の通りミクロ・マクロの 3 つの
調査研究を軸として進める構想をもっていたが，
計画・方法において大幅な変更を余儀なくされた
経緯がある。しかしそれでも上記①の取り組みで
は，学史的に新しい知見を得られており，ここでは
その成果を中心に記述する。最後に，上記②，③の
作業を含めた本研究の総括ならびに今後の見通し
を簡潔に述べる。 
  
 (1) 有力遺跡の調査と構造・立地分析（上記①） 
本研究では，2019 年度よりカフィル・カラ遺跡，
さらに 2021年度よりミングテパ遺跡を対象として
試掘調査を含む考古学調査ならびに遺跡構造・立
地分析を進めた。なお，海外渡航が強く制限された
期間においては，現地研究機関・研究者を中心に調査を進め，オンラインで進捗状況や資料・デ
ータの詳細を確認するという方法をとった。 
 ① カフィル・カラ遺跡の調査と構造・立地分析 
カフィル・カラ遺跡は，サマルカンド市中心部から南西約 12km の地点に所在する。この遺跡
は，約 75×75m の正方形状の高い城砦（シタデル地区）を中心に，シャフリスタン地区（城壁内
の市街地），ラバード地区（城壁外側のエリア）などで構成され，現存の遺跡面積は約 16ha であ
る（図 1）。ただし本来の遺跡の範囲はより大規模であった可能性がある。 
2018 年度までにシタデル地区（城砦）では全面的な発掘調査が行われ，初期中世期を中心に
ソグドの都市文化に関する重要な発見が相次いでなされた。それとともに，異例といえる多量の
封泥の出土など特殊な機能を推測させる要素が多く，考古資料の質・量の豊富さとともに地域構
造を把握する目的において鍵を握る遺跡のひとつと位置づけられた。一方，従来調査が行われて
きたシタデル地区に対し，シャフリスタン地区やラバード地区の調査は限定的で，遺跡全体とし
ては不明な点も多かった。このことから本研究ではシャフリスタン地区を中心に試掘調査を実
施し，従来の知見と合わせて遺跡の性質・役割に関する考察を行った。 
 シャフリスタン地区の調査結果としては，初期中世期を中心に一部構造が把握され，大型施設
跡を含む配置の様相が一定程度推定できるようになった。出土遺物については必ずしも多くな
いが，初期中世期を中心とする土器とともに壁画断片が見つかっている。壁画の内容は不明であ
るが，有力層の空間とみてよいであろう。従来想像の域を出なかったシャフリスタン地区の性質
に関して断片的ながらも具体的な情報を得たことは重要である。また，シタデル地区（城砦）と
およそ同時期とみられる焼土・炭層も確認された。シタデル地区ではその全面を焼土・炭層が覆
ったことが判明しているが，その年代は，貨幣などの出土遺物からアラブ勢力の侵攻時期と重な
る西暦 8 世紀初め頃とみられる。シタデル地区のみならずシャフリスタン地区に及ぶほどの非
常に大規模な火災があった可能性が強まり，大規模な戦闘行為が生じたことが想定される。この
ことは，後述するようなカフィル・カラ遺跡の軍事的性格の強さとも対応的であるといえる。 
この調査結果を含め，カフィル・カラ遺跡の構造・立地分析で得られた成果は以下の通りであ
る。現在までの調査研究を通して，シタデル地区（城砦）では西暦 7世紀末・8世紀初頭頃の空
間構造が良好に復元され，よく整備され荘厳された独特な空間をなしていたことが判明してい
る。また，遺跡規模としては中小規模のものであるが，シタデル・シャフリスタンを中心とした
城壁をもつ都市空間と評価できる。防御性がすぐれて高いことも重要な特徴である。さらにその
立地は，域内の遺跡集中地帯のひとつにあるとともに，南のカシュカダリヤ地域につながる山越
えのルートに近接する。こうした空間構造や戦略性の高い立地，また各種の出土資料等を総合的
に判断した場合，この遺跡は南北間の交通・運輸や政治・軍防等に対する中小型拠点都市と位置
づけることができる。なお，カフィル・カラ遺跡については中世アラビア語史料にある「レヴタ
ートにあったサマルカンド王たちの離宮」に比定する見解が従来有力であるが，上に述べた理解
はこれと必ずしも矛盾するものではない。 
 
② ミングテパ遺跡の調査と構造・立地分析 
第二の研究対象としたミングテパ遺跡は，サマルカンド市中心部から北東約 20km の地点に所
在する。この遺跡については，アラビア語や漢文史料に記録されるカブダン（魏書や西域などで
伽不單國，都伽不單城または劫布呾那と表記）または曹国に比定する意見が示されており，有望
な遺跡であることが予想されてきたが，これまで十分な調査は行われておらず，その実態には不
明な点が非常に多い。加えて，ミングテパ遺跡が所在するジョンボイ地区（サマルカンド北側の
地域）では考古学調査の進展がそもそも不足し，資料状況が乏しかった。この遺跡に関する調査
研究は，本課題においてカフィル・カラ遺跡と並び重要な位置を占めるものである。 
 ミングテパ遺跡は約 35ha の面積をもつ遺跡であるが，北側に特徴的な 2重の城壁が設置され
ていることが判明した（図 1）。遺跡南側に位置するシタデル地区は周辺平坦地と約 12m の比高
さをとる，1辺 55～60m 程の不定形の高まりである。北・東・西の 3方位をシャフリスタン地区
に囲まれ，南端にも城壁が築かれている。城壁外側（特に東西の範囲）にラバード地区が広がる

 

図 1 カフィル・カラ遺跡の空間構成 



ものとみられるが，詳細については
不明である。 
 調査についてはシタデル地区から
約 100m 西の地点にあたるシャフリ
スタン地区・第 3 トレンチ（図 2）
を中心に実施した。結果として，「ア
ーチ型通路」といった特徴的な施設
を含む初期中世期頃の遺構配置が良
好に把握された（図 3）。また壁に被
熱した状況も確認され，上述したカ
フィル・カラ遺跡と同様の火災痕跡
かは今後検討するべき事項である。
遺跡の中心的な時期についてである
が，資料の整理を順次進めている段
階ではあるが，出土土器や貨幣から
みて初期中世期が盛行期に相当する
と推定できたことは大きな成果であ
ったといえる。 
 出土資料は多岐にわたるが，大量
の土器片や動物骨に加え貨幣や小像
といった資料が見つかっている。土
器については整理中であるが，大半
が西暦 6～8 世紀と推定できるもの
で，ソグドおよびその隣国ウステュ
ルシャナの特徴がうかがえる。貨幣
については 2 点が出土したが，うち
1 点は保存状態が良好であり，調査
協力者のベグマトフ・アリシェル氏
（ニューヨーク大学研究員）によれ
ば，ソグド文字の銘文が rʾmcytk β
γy〔ラームツェート神〕と読めると
いう。また先行研究や類似例をふま
え西暦 7 世紀の終わりから 8 世紀初
めのものである可能性が想定されて
いる。なお調査地区周辺で 1 点の貨
幣が採集されたが，それについては 7
世紀前半のシシピル王の時期である
ことが判明した。 
 以上の諸点をふまえ，ミングテパ
遺跡の構造・立地分析の結果は次の
ように整理できる。約 35ha の面積を
もつ比較的規模の大きな遺跡である
ことが従来知られていたが，城壁の
位置や規模，中枢機能をもつシタデ
ルの規模・形態，またシタデル・シャ
フリスタン・ラバード各地区の整備された空間構成，そして出土資料を総合的にみて，強固な城
壁を伴う都市空間であった可能性が非常に強まった。さらにその立地は，サマルカンド中心部
（アフラシアブ遺跡）から北に向かう幹線に近接し，サマルカンドオアシスの城壁とみられるカ
ンピルデュヴァルが確認されている地点に近いことも大変示唆的である。今後の調査に委ねら
れる部分は少なくないが，カフィル・カラ遺跡と似た，南北間の交通・運輸や軍防に関わる個性
的な拠点都市と位置づけることができるものと考えている。なおそれは，上述した外国史料にみ
るカブダンまたは曹国の中心地に比定できるという見解を支持することになるであろう。 
 
(2) 本研究の総括と成果公開 
 以上に示したように，「有力遺跡の調査と構造・立地分析」（上記①）では，カフィル・カラ遺
跡，ミングテパ遺跡を主対象として検討を進めた。特にミングテパ遺跡についてはこれまでの調
査研究の蓄積がきわめて少なく，学史的に新しい情報を多く含んでいる点は特筆できる。そして，
両遺跡の検討を通して，初期中世期を中心に個性的な都市空間が成立したであろうこと，また政
治・軍事・交通における拠点機能を形成した可能性が強いことなどを確認・把握した。考古資料
にもとづく詳細な分析はこれからの課題であるが，この成果にもとづき，ソグド最大の中心地で
あるアフラシアブ遺跡に対し，衛星的位置をとりつつ交通の要所に中小型の拠点都市が発達し

 

図 2 ミングテパ遺跡平面図 

 

図 3 調査区域（シャフリスタン地区・第 3トレンチ） 

 

図 4 第 3トレンチの完掘状況 



て，それらが一体化した都市社会（ネットワーク）を形作った可能性が強いものと考える。現状
では想像の域を出ないものであるが，中心都市―衛星都市といった地域モデルを想定すること
もできるかもしれない。いずれにせよ，カフィル・カラ遺跡，ミングテパ遺跡に関する研究結果
は，オアシス地帯の都市や当該地域社会の変化に関する従来の理解を大きく深めうるものと評
価したい。 
 この検討に加え，本研究では「ザラフシャン川流域全域における考古遺跡の踏査・体系的集成」
（上記②），「地理環境・古代交通網の調査と GIS 空間解析・復元」（上記③）を実施している。
既述のように，初年度を除き現地踏査・資料収集を断念したため今後の調査研究活動に委ねられ
るところも多いが，以下のような取り組みを進めた。 
入手可能な地図類や高分解能衛星画像，ならびに 1960 年代の偵察衛星画像（CORONA）などを
GIS データベースに格納した上，ジオリファレンスを実施し，遺跡や地理環境について検討を行
った。これにより，近代の土地開発に伴い破壊・消失した考古遺跡（テパ）を特定するとともに，
ザラフシャン川中流域を中心に広域的に遺跡位置（候補地）を把握し，分布図を作成している。
各種衛星画像で捉えられるものについては，テパの平面形態や面積，囲郭施設の有無・形態の情
報を整理し，データベース化した。また，地理環境情報として，前近代の河川流路や用水網，道
路網などについても年代の異なる衛星画像・地図類を用いて部分的に検討を加えた。さらに，衛
星画像解析を通して近現代の土地被覆や植生の変遷についても検討し，過去の地理環境や交通
路推定の材料とした。このような予備的な情報収集・検討作業を重ね，今後の現地での調査研究
活動の基礎とすることに努めた。 
 本研究では，当初計画を十分に遂行することは現実的に困難であった一方，結果的には有力遺
跡の調査研究を中心として新たな知見と良好な見通しを得ることができたといえる。さらにそ
こからザラフシャン川中流域（ソグド）の都市社会の特質について考察を加えており，一定の学
術的意義が得られたものと評価する。カフィル・カラ遺跡，ミングテパ遺跡の調査結果について
は既に国内・海外の学会において複数の報告を実施しているが，今後報告書の刊行に向けて作業
を進めるとともに，学術誌において総括的な研究成果を提示する予定である。 
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